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ImageJ で空間周波数フィルタリング 
 

 以前使っていた、ScionImage では意外に簡単だった空間周波数フィルタリン

グだが、ImageJ ではどのように操作するのか本格的にやってみるまで試したこ

とが無かった。今回ゼミ生の卒研のために、ImageJ でできれば楽だなと思いや

ってみることにした。 

 

用意するもの 

 ImageJ 

 マイクロソフト Excel 

 フィルタリングのための関数（MTF のように 1 次元のもの） 

  ※ 1 次元の関数を 2 次元に拡張してフィルタ関数として使用する。 
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手順１Excel 上での作業 

① 空間周波数フィルタの 1 次元関数を求める。今回はカットオフ周波数 1 

  オーダー５のバターワースフィルタを使用した。 

 

② 空間周波数フィルタを 2 次元に展開する。 

  半径や関数および画像上のマトリックス数などを決定する。 

 

 x 軸の場合 
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 y 軸の場合 

 

 2 次元に展開する。 
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 2 次元に展開したバターワースフィルタ。 

 

 

 ③ 計算結果をテキストファイルとして保存する。 
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手順 2 ImageJ での作業 

 ① 新しい image を作成する。（名前は適当に「test」とする） 

 

 

 ②「New」→「Image」 は 2 のべき乗のマトリックスサイズで 32-bit  

  で作成する。 
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 ③ 今回は test Image として直径 20 の円形でピクセル値 10 のものを作成 

   する。「Selection」→「Specify」メニューにて幅高さとも 20 を指定する。 

   X 軸 Y 軸は画像の中心を指定して「Oval」もチェックする。 

 

 

 ④ 選択領域に「Math」→「Add」で数値を加える。（今回は適当に 10 

   とする 
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 ⑤ 選択領域を「Selection」→「Select None」で選択解除する。 

 

 

 ⑥「FFT」→「FFT Options」を選択する。 
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 ⑦「Complex Fourier transform」にチェックする。 

 

 

 ⑧ 矩形波をフーリエ変換する。 
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 ⑨ 右は矩形波をフーリエ変換した結果。 

 

 

 ⑩ ここで Excel にて作成したフィルター関数を「Import]→「Text Image」 

   にて読み込む。 
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 ⑪ 読み込んだ空間周波数フィルタ（左）と矩形波のスペクトル（右） 
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 ⑫「Image Calculator」を使って円筒画像のスペクトルと空間周波数 

   フィルタの積を求める。 

 

 

 ※このとき「Create new window」と「32-bit（float）result」のチェック 

  をはずす。 
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 ⑬「Process Stack?」は「Yes」を選択。 

 

 

 ⑭結果をフーリエ逆変換する。 

 

 



 14

 ⑮空間周波数フィルタリングの完成。 

 

 

 処理結果のラインプロファイル。 

 


